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まさにいま脱炭素産業革命です。

自動車産業の独占資本家を先頭にして、脱炭素の技術に

もとづく生産へと再編するために、従来の作業に携わって

きた労働者たちを解雇する、という大攻撃にうってでてき

ています。

この現実を分析するための武器が、まさに、マルクスの

『資本論』なのです。斎藤幸平たちの主張は、マルクスの

歪曲です。

マルクスを現代に蘇らせるためには同時に、黒田寛一の

反スターリン主義の理論と組織づくりを継承し発展させ

なければなりません。

このことを明らかにしているのが本書なのです。

JRCを経由してすべての取次に出荷が可能です。
返品は、いつでもお受けします。


